
 

 

 

 千田桂大さんは、フランスのパリで１０年以上修行 

され、活躍されている国際的なピアニストです。 

 ブラームス作曲「創作主題による変奏曲 op21-1」 

を演奏していただきました。 

 豊かな響きが会場いっぱいに広がりました。 

 

 

 

７月２０日（木）、潟上市市民センターかたりあんを会場に、創立２０周年記念音楽会が行われました。 

全校児童生徒と保護者、同窓生が集い、潟上市にお住まいのピアニスト、千田桂大（ちだ けいた）さんと、

ピアニスト・作曲家である佐市（さいち）さんをお迎えし、第１部は、お二人にピアノを演奏していただきました。

第２部は佐市さんに伴奏をお願いし、全校児童生徒による合唱で、創立２０周年記念曲「風をうたおう」と校

歌「みどりの風」を披露しました。 

「風をうたおう」は、本校創立 20 周年を記念して、高等部３年生が中心となり、全校児童生徒から募集し

た言葉を集めて曲を制作し、佐市さんに補作・編曲していただきました。佐市さんの「自信をもって、言葉を大

切に歌いましょう」との呼びかけに応え、児童生徒の心をこめた歌声が会場に響きわたり、感動の音楽会とな

りました。 

 

高等部の生徒がステージに立

ち、音楽会の司会進行や、佐市さ

んへのインタビュー等を担当し

ました。 

 

 

 

 

佐市さんはフランスに留学し、ピアノと作曲を 

学ばれました。 

ドビュッシー作曲 ベルガマスク組曲より、 

「前奏曲」「月の光」を演奏していただきました。 

美しい音色と旋律に客席が魅了されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

創立 20周年記念音楽会 



                            

創立 20周年記念曲「風をうたおう」 

の間奏部分では、小学部・中学部の 

児童生徒がリードして、全校児童生徒 

が詩を群読しました。 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わたしたちは ひとつの おおきな木 こころのおくのみきにつながってる 

ありがとうのきもちをつたえよう あなたがたいせつですと つたえよう 

かけがえのない日々を伝えよう かわらぬかがやきを ずっとつたえよう  

 


